
①「イラスト」PDFを印刷し、それぞれのイラストをハサミで切り抜いてください。

②上半身のイラストを机の上に置きます。

④シチュエーションに合わせて、＜使うどうぐ＞のイラストを使います。

⑤AEDを使う準備ができたら、ペーパークラフトAEDを上半身のイラストに使ってください。

【シチュエーション1:　体が水にぬれているとき】

(1)上半身のイラストの上に「水滴(すいてき)」のイラストを乗せてください。

(2)「タオル」を使って「水滴(すいてき)」をふきとってから電極パッドをはりましょう。

　タオル

【シチュエーション2:　ネックレスをしているとき】

(1)上半身のイラストの上に「ネックレス」のイラストを乗せてください。

【シチュエーション3:　胸毛が濃いとき】

(1)上半身のイラストの上に「胸毛」のイラストを乗せてください。

(2)「カミソリ」を使って「胸毛」をとりのぞいてから電極パッドをはりましょう。

　カミソリ

【シチュエーション4:　胸にペースメーカ-が入っているとき】

(2)「ペースメーカー」をさけて電極パッドをはりましょう。

【シチュエーション5:　服を脱がせにくいとき】

「ハサミ」を使って服を切り、肌に直接電極パッドをはりましょう。

ハサミ

※イラストはすでに服を脱がされている状態ですが、

　 服を着ている場面を想定してください。

ペーパークラフトを使ったあそびかた

③シチュエーションに合わせて、＜パーツ：胸におくもの＞のイラストを上半身のイラストの上に置きます。

(1)胸にペースメーカ-が入っているときは、たおれている人の左右どちらかの鎖骨(さこつ)の下あたりに

　　「こぶ」のようなでっぱりが見られます。上半身のイラストの、鎖骨(さこつ)の下に「ペースメーカー」のイラストを

　　乗せてください。

※実際には胸のでっぱりが見えるだけで、イラストのような

　 機械そのものが見えるわけではありません。

(2)「ネックレス」を外すか、電極パッドの下に入らないようにずらしてから

　　 電極パッドをはりましょう。


